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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年10月30日(2008.10.30)

【公表番号】特表2008-512992(P2008-512992A)
【公表日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【年通号数】公開・登録公報2008-017
【出願番号】特願2007-531547(P2007-531547)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/81     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  41/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/81    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｋ  37/64    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０７　
   Ａ６１Ｐ  41/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月10日(2008.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１のヌクレオチド配列を含む、単離核酸。
【請求項２】
　核酸が第Ｘａ因子（ＦＸａ）のＫｕｎｉｔｚ型阻害因子をコードする、請求項１に記載
の核酸。
【請求項３】
　配列番号２のアミノ酸配列を含む、精製ポリペプチド。
【請求項４】
　ポリペプチドが、
　（ｉ）　ＦＸａによって媒介される凝固の減少（この減少は、リン脂質の存在下で起こ
る。）、
　（ｉｉ）　Ｂ１６Ｆ１０細胞のアポトーシスの促進、
　（ｉｉｉ）　ＳＫＭＥＬ２８細胞のアポトーシスの促進、
　（ｉｖ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおける腫瘍塊
の減少、
　（ｖ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおける腫瘍転移
の減少、
　（ｖｉ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおける血管新
生の減少、及び
　（ｖｉｉ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおけるマク
ロファージの食作用活性の増加
からなる群から選択される活性を有する、請求項３に記載のポリペプチド。
【請求項５】
　配列番号２のアミノ酸配列からなる、精製ポリペプチド。
【請求項６】
　配列番号３のアミノ酸配列を含む、精製ポリペプチド。
【請求項７】
　ポリペプチドが、
　（ｉ）　ＦＸａによって媒介される凝血の減少（この減少は、リン脂質の存在下で起こ
る。）、
　（ｉｉ）　Ｂ１６Ｆ１０細胞のアポトーシスの促進、
　（ｉｉｉ）　ＳＫＭＥＬ２８細胞のアポトーシスの促進、
　（ｉｖ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおける腫瘍塊
の減少、
　（ｖ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおける腫瘍転移
の減少、
　（ｖｉ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおける血管新
生の減少、及び
　（ｖｉｉ）　Ｂ１６Ｆ１０腫瘍細胞を移植されたＣ５７ＢＬ／６Ｊマウスにおけるマク
ロファージの食作用活性の増加
からなる群から選択される活性を有する、請求項６に記載のポリペプチド。
【請求項８】
　配列番号３のアミノ酸配列からなる、精製ポリペプチド。
【請求項９】
　配列番号３のアミノ酸１～６１を含む、精製ポリペプチド。
【請求項１０】
　配列番号３のアミノ酸６２～１０８を含む、精製ポリペプチド。
【請求項１１】



(3) JP 2008-512992 A5 2008.10.30

　請求項１に記載の核酸を含む、薬剤組成物。
【請求項１２】
　請求項３に記載のポリペプチドを含む、薬剤組成物。
【請求項１３】
　請求項６に記載のポリペプチドを含む、薬剤組成物。
【請求項１４】
　対象における血液凝固を減少させるための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項１５】
　対象における癌を治療するための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項１６】
　化学療法と一緒に投与される、請求項１５に記載の薬剤組成物。
【請求項１７】
　放射線治療と一緒に投与される、請求項１５に記載の薬剤組成物。
【請求項１８】
　対象における腫瘍の進行を抑制するための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項１９】
　対象における腫瘍転移を抑制するための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項２０】
　対象における腫瘍血管新生を抑制するための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項２１】
　対象における食作用活性を増大させるための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項２２】
　対象における血栓塞栓症を治療又は予防するための、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項２３】
　術前又は術後の状況において投与される、請求項２２に記載の薬剤組成物。
【請求項２４】
　対象における血液凝固を抑制するための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項２５】
　対象における癌を治療するための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項２６】
　化学療法と一緒に投与される、請求項２５に記載の薬剤組成物。
【請求項２７】
　放射線治療と一緒に投与される、請求項２５に記載の薬剤組成物。
【請求項２８】
　対象における腫瘍の進行を抑制するための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項２９】
　対象における腫瘍転移を抑制するための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項３０】
　対象における腫瘍血管新生を抑制するための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項３１】
　対象における食作用活性を増大させるための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項３２】
　対象における血栓塞栓症を治療又は予防するための、請求項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項３３】
　術前又は術後の状況において投与される、請求項３２に記載の薬剤組成物。
【請求項３４】
　請求項１に記載の核酸を含む、ベクター。
【請求項３５】
　請求項３４に記載のベクターを含む、宿主細胞。
【請求項３６】
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　請求項３５に記載の宿主細胞を、核酸によってコードされる阻害因子が発現する条件下
で培養することを含む、第Ｘａ因子（ＦＸａ）のＫｕｎｉｔｚ型阻害因子を生成する方法
。
【請求項３７】
　宿主細胞又は宿主細胞培養上清から阻害因子を精製することをさらに含む、請求項３６
に記載の方法。
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